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【実践報告】

● 七夕に願いを書こう
● 児童の活動　　　もうすぐ七夕なので、自分の願い事を短冊に書く

・ サッカー選手になれますように

・ プロ野球の選手になれますように

・ 字がきれいに書けるように

・ ○○ちゃんと結婚できますように

・ 家族みんなが健康で長生きしますように

● 笹の枝を黒板中央にかき、努力すれば願いがかなうもの、努力しても願いが
かなわないものに話し合いで分けた。

努力すれば願いがかなう

努力しなくても願いがかなう

・ サッカー選手になれますように

・ プロ野球の選手になれますように

・ 字がきれいに書けるように

・ ○○ちゃんと結婚できますように

・ 家族みんなが健康で長生きしますように

はじめはこのように分けられたが、結婚できるかということについてはだんだんヒート

アップしていった。「ただ、好きという感情だけでは、ご飯が食べられない。」「結婚指

輪も買わなければいけないから、一生懸命お仕事しなければいけない。」「ずっと好きと

いう感情が続かないと思う。」「好きだから一緒にいられるとは限らない。」などたくさ

んの意見が出た。

次に意見が噴出したのは、健康で長生きということだ。自分の努力ではどうにもならな

い。という考えが出たが、今からたくさんお手伝いして楽してもらえば、長く生きてもら

えるのではないかという意見が出て、うなずく子どもが多かった。

結局、すべての願いは、努力してかなうものだということになった。
【反省】

はじめは、七夕にお願い事をするということで気楽に書いていた児童たちであるが、そ

の願い事をみんなで話し合って分類することに抵抗を示した子もいた。しかし、一つ一つ



をみんなで考えていくといった手法は、自分の考えをみんなにわかってもらい相談に乗っ

てもらえるといううれしさに変わっていった。結婚できるか結婚できるかということの話し合いでは、

一人ひとりの児童がそれぞれに自分の意見を述べ合った。何の疑いもなく「努力しなくて

もいいじゃん。」といっていた子も、次第に努力すべきであるというほうに傾いていった。

思いがけず熱い話し合いになり、３年生でも深い考えを持っていることがわかった。
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